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（対象と方法）著者は、第 1回調査を 2017年 2月から 3月の 1か月間で 1か所、第 2回調査を 2017年





は International Classification of Primary Care、   Second edition (ICPC-2)の疾患群、Supportive 
and Palliative Care Indicators Tool  (SPICTTM)の一部の評価指標を調整し、解析を行った。著者は、
第 1回調査における多変量解析時に中間因子を含んだ解析を行った可能性が高いこと、説明変数が不足
している可能性を考え、第 2回調査ではこれらに加えて患者には主観的健康観、患者の自認する通院期







歳、男性 142名(42.3％)、3年以上の通院患者 114名(33.6％)、PPS100：250名(74.4％)であった。第 1





(OR2.07, 95%CI 1.05-4.10,p=0.04)、「主治医は自分の病気をよく診てくれている」（OR12.68, 95%CI 
1.12-143.22, p=0.04）、「将来の生活が心配であると感じる」(OR2.69, 95%CI 1.30-5.57, p=0.01)が























平成 31年 2月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
